
大 和 市 教 育 委 員 会 １ 月 定 例 会  

 

日 時  令和３年１月２１日 

     午前１０時００分 

場 所  教育委員会室 

１ 開 会 

２ 会 議 時 間 の 決 定 

３ 会議録署名委員の決定 

４ 教 育 長 の 報 告 

５ 議 事 

６ そ の 他 

７ 閉        会 

 

 



 
 

その他報告 

 

 

「大和市教育委員会の会議における報告事項に関する申合せ」に基づく報告 

 

 

■学期ごとの報告事項（教育部） 

・市立小中学校におけるいじめの認知件数      …P.1 [髙井指導室長] 

・指導室におけるいじめ・不登校の相談受理状況   …P.2 [    〃    ] 

・市立小中学校における長期欠席児童生徒数     …P.3 [新井青少年相談室長] 

・青少年相談室における教育相談の受理状況     …P.5 [    〃    ] 

・青少年相談室における街頭補導の状況       …P.6 [    〃    ] 

・教育支援教室の通室者の状況           …P.7 [    〃    ] 

・教育委員会が受け付けた市立小中学校に関する苦情 …P.8 [佐藤教育総務課長] 

 

■通学路の安全対策に係る要望とその対応状況    …P.10 [溝口学校教育課長] 

 

 

 

 

 



■市立小中学校におけるいじめの認知件数

からかい
悪口

仲間はずれ
無視

 暴力 金銭要求 物かくし等
危険な行為
の要求

ネット上の
誹謗中傷等

その他

小1 49 16 3 13 1 4 6 0 6 44

小2 39 20 5 10 0 0 2 0 2 66

小3 57 24 3 11 0 5 10 0 4 45

小4 41 19 2 9 0 3 2 1 5 56

小5 47 18 7 7 0 7 2 1 5 55

小6 58 29 3 8 0 7 2 7 2 50

計 291 126 23 58 1 26 24 9 24 316

中1 23 8 1 1 1 2 1 6 3 20

中2 19 11 2 2 0 1 2 1 0 23

中3 2 0 0 1 0 0 0 1 0 10

計 44 19 3 4 1 3 3 8 3 53

合計 335 145 26 62 2 29 27 17 27 369

（参考）市立小中学校におけるいじめの認知件数の推移

小 中 計 小 中 計 小 中 計

377 73 450 400 57 457 128 11 139

223 60 283 316 53 369 291 44 335

96 20 116 123 17 140 0

696 153 849 839 127 966 419 55 474

※「暴力」については、「軽くぶつかられる、遊ぶふりして叩かれたり蹴られたりする。」と「ひどくぶつかられ
る、たたかれる、けられる。」を合わせた数値

令和２年度（8～12月分）

学年 件数
事案の内容（複数回答） 前年度

同時期
認知件数

3学期

計

・今年度の１学期は、４月～５月が一斉臨時休業だったため、１学期と２学期の単純な比較はできない
ものの、昨年度の２学期と比較すると、いじめの認知件数は、小中学校共に減少した。学校における継
続した指導の結果、児童生徒のいじめ防止に対する意識が高まったと捉えることができる。
・ネット上の誹謗中傷については、昨年度２学期は３件（小学校１件、中学校２件）に対して、今期は
１７件（小学校９件、中学校８件）と増加した。中にはＳＮＳ上のトラブルから自傷行為に及んだケー
スもあった。早期発見が難しいＳＮＳ上のいじめを防ぐには、まずは児童生徒が相談しやすい人間関係
を構築することと、情報モラル教育の充実とともに、家庭への安全対策の徹底を啓発する必要がある。
・小学校で、「コロナを理由に悪口を言う」という事案が１件認知された。各学校においては、感染者
やその家族、医療従事者などへの差別や偏見、誹謗中傷などを許さないなど、一人ひとりが自分ごとと
して考え、行動につなげようとする児童生徒を育てていく必要がある。

学期
平成30年度 令和元年度 令和２年度

1学期

2学期
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■指導室におけるいじめ・不登校の相談受理状況の推移

解決済 継続 解決済 継続

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

3 1 2 0 0 0

1 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0

4 1 3 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2 0 2 1 0 1

解決済 継続 解決済 継続

14 14 0 1 0 1

6 6 0 0 0 0

1 1 0 0 0 0

21 21 0 1 0 1

5 4 1 1 1 0

1 1 0 0 0 0

1 1 0 1 0 0

7 6 1 2 1 0

1 0 1 0 0 0

1 1 0 0 0 0

2 1 1 0 0 0

小学校
いじめ 不登校

相談件数 相談件数

R01

1学期

2学期

3学期

合計

H30

1学期

2学期

3学期

合計

R02

1学期

2学期

3学期

合計

いじめ 不登校

相談件数 相談件数

H30

1学期

2学期

3学期

合計

中学校

R02

1学期

2学期

3学期

合計

R01

1学期

2学期

3学期

合計

・昨年同時期と比較して、相談件数はほぼ変わらなかった。
・小学校の相談３件については、学校と指導室が連携を図り、児童生徒、保護者に対し
継続支援を行っている最中である。
・令和２年度２学期におけるSTOPitを利用したいじめ相談の件数　１　件
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■市立小中学校における不登校児童生徒数

①令和２年度　学年・月別　長期欠席者数

（当該月内に連続して3日又は計5日欠席した児童生徒数）

（参考）令和元年度　同時期

②年度別・月別　長期欠席者数の推移

49 42 114

1年 2年2年 3年 4年 5年 6年 合計

25 78 23

3年 合計

34 101 27 56 53 1369月 12 7 10 18 20

8月 10 6 9 14 14

小学校 中学校

1年

36 118 39 74 68 18110月 14 12 12 21 23

32 105 41 74 68 18311月 15 6 11 21 20

82 82 20812月 16 12 11 20 16

合計 67 43 53 94 93

32 107 44

60 41 131

1年 2年

159 509 174 335 313 822

2年 3年 4年 5年 6年 合計

7 42 30

3年 合計

25 101 58 86 76 2209月 7 10 14 19 26

8月 3 7 6 4 15

小学校 中学校

1年

25 137 61 92 71 22410月 11 27 18 26 30

24 134 58 88 79 22511月 12 24 17 27 30

33 148 67 81 76 22412月 14 29 12 21 39

114 562 274 407 343 1024合計 47 97 67 97 140

1053

3月 合計

H30 49 62 82 58 36 95 110

9月 10月 11月 12月 1月 2月小学校 4月 5月 6月 7月 8月

72 83 65 42

114 78 128 138 103

105 107 682

－ 1085

R02 - - 56 117 78 101 118

101 137 134 148 129 111R01 63

200 2292

3月 合計

H30 121 162 171 163 131 199 205

9月 10月 11月 12月 1月 2月中学校 4月 5月 6月 7月 8月

133 160 191 186 131

216 207 255 262

・２学期もコロナウィルス感染症への不安や飛沫感染予防の理由から登校を見合わせた家庭が多
く見受けられた。
・よって、長期欠席者数について、昨年度とは単純に比較できない状況にある。
・小学校６年生の児童は、経年で不登校が目立つ学年であり、他学年と比べて年間３０日以上欠
席している児童が多い学年である。

183 208 1109

－ 2186

R02 - - 126 161 114 136 181

220 224 225 224 252 240R01
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③令和２年度　長期欠席になったきっかけ・様子（複数回答）

（参考）令和元年度　同時期合計（8月～12月）

（参考）令和元年度　同時期合計（8月～12月）

その他

8月 0 10 2 13 24 5 0 19

病気 非行等 無気力
情緒的
混乱

意図的
な拒否

その他
本人に
係る
状況

小学校 いじめ
友人
関係

教職員
との関

係

その他
の学校
生活上
の影響

家庭
環境の
問題

11 4

33 11 0 22

27 18

9月 0 16 4 13 31 259 0 25 16 5 23

0 19

15 5 24 28

11月 1 13 5 13 33 2811 0 23 15 5 27

10月 0 17 5 17

15 7 28 25

合計 3 73 20 66 158 12450 0 108 72 26 129

12月 2 17 4 10 37 14

16 83 15 31 184 36 0 87 84

中学校

8月 5 19 6 10 41 1316 4 27 30 9 56

5 12 48 25 5 32

44 121 93

60 25 6 56

34 12 54 15

10月 5 38 7 15 57 2429 7 55 37 12 64

9月 6 27

27 220

38 11 71 22

12月 5 40 5 16 55 2413 5 50 27 11 60

11月 6 40 8 16

・長期欠席になったきっかけについて、小中学生ともに、家庭環境の問題、その他本人に係る状
況について、無気力によるものが多かった。
・前学期と同様に、児童生徒の欠席理由を具体的に調査したところ、もともと不登校傾向にある
児童生徒数に変化はなかったが、新型コロナウィルス感染症への不安や飛沫感染予防を理由とし
たものが多く見受けられた。

5 244 203 46 304 98

166 55 305 98

54 247 48 124 295 209

合計 27 164 31 69 261 108
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■青少年相談室における教育相談の受理状況

電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 1 0 1 0 1 0 1

発達障がい 7 6 13 13 21 34 0 20 27 47
性格・行動上の問題 6 26 32 26 77 103 0 32 103 135
家族関係 5 0 5 9 3 12 0 14 3 17
養育 0 1 1 0 1 1 0 0 2 2
家庭内暴力 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
児童虐待 1 2 3 2 0 2 0 3 2 5
いじめ 7 1 8 1 2 3 0 8 3 11
不登校 18 14 32 24 34 58 0 42 48 90
ひきこもり 0 0 0 2 0 2 0 2 0 2
学業・進路・進学 4 3 7 2 5 7 0 6 8 14
学校生活 1 2 3 5 24 29 0 6 26 32
性に関すること 2 1 3 1 0 1 0 3 1 4
対人関係 1 2 3 2 0 2 0 3 2 5
その他 5 2 7 13 5 18 0 18 7 25

小　計 57 60 117 100 172 272 0 0 0 157 232 389
57 60 117 101 172 273 0 0 0 158 232 390

■青少年相談室における教育相談の受理状況の推移

電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計 電話 来室 計
0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1

110 152 262 93 169 262 60 69 129 263 390 653
110 153 263 93 169 262 60 70 130 263 392 655

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1
0 0 0 1 2 3 0 0 0 1 2 3

113 112 225 109 136 245 33 49 82 255 297 552
113 112 225 110 138 248 33 50 83 256 300 556

0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 1 0 1 1 0 1
57 60 117 100 172 272 157 232 389
57 60 117 101 172 273 0 0 0 158 232 390

令和２年度
第１学期 第２学期 第３学期

合　計
（4～7月） （8～12月） （1～3月）

身上問題

犯罪触法行為
ぐ犯・不良行為

身
上
問
題

合　計

第３学期 合　計

平成30年度
犯罪触法行為
ぐ犯・不良行為

第１学期 第２学期

・８月から１２月までの相談受理件数は２７３件で昨年度の同時期より２５件増加した。また
今年度の１学期と比べても大幅に増加した。
・相談内容として最も多かった主訴は、「性格・行動上の問題」で１０３件であった。
・ぐ犯・不良行為が１件あった。この内容は、匿名で高校２年生女子の父親からの相談で子ど
もが夜間ガールズバーらしき店でアルバイトをしているのを辞めさせたいという内容であっ
た。
・受理相談件数が増加した理由については、コロナ禍の状況で、保護者も子どもも心配事を抱　
えている割合が増えていることなどが挙げられる。

合　計

令和元年度
犯罪触法行為
ぐ犯・不良行為
身上問題
合　計

令和２年度
犯罪触法行為
ぐ犯・不良行為
身上問題
合　計
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■青少年相談室における街頭補導の状況

暴走行為等
交通違反

飲酒・喫煙 怠学・怠業 その他
補導数
合計

補導実施
回数

補導従事者
延人数

4月 1 0 0 0 1 12 23

5月 0 0 0 0 0 1 2

6月 7 0 0 0 7 25 74

7月 9 4 0 0 13 26 64

小計 17 4 0 0 21 64 163

8月 8 0 0 4 12 26 87

9月 20 2 0 0 22 26 72

10月 17 0 0 0 17 30 87

11月 10 0 0 5 10 23 74

12月 18 0 0 0 18 24 85

小計 73 2 0 9 84 129 405

1月

2月

3月

小計 0 0 0 0 0 0 0

90 6 0 9 105 193 568

（参考）令和元年度　第2学期

小計 82 7 0 3 92 119 375

■青少年相談室における街頭補導の状況の推移

補導数
合計

補導従事者
延人数

補導数
合計

補導従事者
延人数

補導数
合計

補導従事者
延人数

102 391 77 362 21 163

100 414 92 375 84 405

47 254 60 231

249 1059 229 968 105 568

合　計

令和２年度

第
1
学
期

第
2
学
期

第
3
学
期

3学期

合計

・８月から１２月にかけて、実施した補導実施回数は１２９回で補導従事者は延べ４０５人で
あった。
・「暴走行為等交通違反」については、１学期と同様に自転車の２人乗りやスマートフォンを
操作したり、イヤホンをしながら音楽を聴いたりしながらの自転車運転が目立った。
「その他」の９人については、やまと公園で花火をしていた子どもたち、大和駅前の路上での
座り込みをしていた子どもたちであった。
・コロナウィルス感染予防のためかパトロール中外で遊んでいる子どもたちの数が少なく感じ
た。
・公道上でスケートボードに乗る等の危険行為や公園等で密になってゲーム等をしている子ど
もたちが見られた。

学期
平成30年度 令和元年度 令和2年度

1学期

2学期
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■教育支援教室の通室者の状況

（各月末在籍者数）

人数 1年 2年 3年

4月 0 0 0 0 0

5月 0 0 0 0 0

6月 0 0 0 0 0

7月 0 0 1 1 2

8月 0 0 1 1 2

9月 0 0 1 1 2

10月 0 0 2 1 3

11月 0 0 2 1 3

12月 0 0 2 1 3

1月 0

2月 0

3月 0

■教育支援教室の通室者の状況の推移

（各学期末在籍者数）

小 中1 中2 中3 合計 小 中1 中2 中3 合計 小 中1 中2 中3 合計

4 1 4 16 25 2 1 3 9 15 0 0 1 1 2

5 2 9 18 34 3 2 5 13 23 0 0 2 1 3

5 4 10 20 39 3 2 4 13 22 0

利用者は９名

合計
備考 備考

利用者は１名 利用者は３名

令和2年度
小学生 中学生

第
1
学
期

利用者は３名

利用者は４名

利用者は７名

利用者は５名

利用者は３名 利用者は９名

利用者は６名

3学期

第
３
学
期

利用者は１１名

利用者は８名 利用者は１２名

第
２
学
期

利用者は３名

２学期は、学校が始まった事により、まほろば教室通室生も徐々に増え始めてきた。昼間の日
課の中で通室に繋がらない生徒は、放課後通室という形で利用する生徒も増え始めてきた。教
室では家庭での検温をはじめ、ソーシャルディスタンスと消毒、換気を徹底し、個別で対応し
てきた。１１月からは利用者が増え始めてきたので、個別で対応できない場合も出てきたが、
机の間隔をとり、できる範囲でのコロナウイルス対策を心がけ、安全に気を付けながら生徒達
を支援してきた。引き続き学校と連携し、安全、健康に配慮しながら、生徒達の支援をしてい
きたい。

学期
平成30年度 令和元年度 令和2年度

1学期

2学期

  7



№ 対応日 苦情概要 学校 苦情の内容（要旨） 対応 対応課

1 9月9日 登校時の状況について 中
生徒が大和駅近くで歩道いっぱいに広がって歩いている。
学校にも言ったが改善されない。

教務主任に報告。対応を依頼し、校内で指導を
行った。

指導室

2 9月9日
運動会練習の際の熱中
症及び感染症対策につ
いて

中

・熱中症指数が「運動は原則禁止」を示していたのに運動会
練習を行っていた。
・運動会練習の際、暑さ対策のために帽子を着用するよう職
員が強く促して欲しい。

校長に報告。事実を確認するとともに、対応を
依頼した。校内の計測ではクリアしており、帽子
着用については指導していた。

指導室

3 9月16日 下校の仕方について 小

・道路に広がったり、ふざけたりして、周囲に迷惑な下校をし
ている。
・学校ではどんな指導をしているのか、校長より直接回答が
ほしい。

校長に報告。苦情内容、連絡先を伝え、対応を
依頼した。校長より回答し理解を得た。

指導室

4 9月28日
修学旅行等の代替え旅
行について

小
・修学旅行・キャンプを中止にしているのに、その代替えで
泊まりの旅行に行くらしいと聞いている。

校長に泊を伴う行事は行わないと確認した。電
話連絡者にその旨を報告した。

指導室

5 9月30日 見守り活動について 小

・本日１３：００に集まりがあるはずだったが、今日直前になっ
て「密になるから１４：００くらいに各々で勝手に立ってくださ
い」との連絡があった。
・対応が乱暴（密になることは直前でなくても）分かっていた
はず。
・学校に改善を求める。

教頭に報告。見守り隊ではなく、ＰＴＡの地区ご
との活動が誤って伝わっているとのこと。直前の
連絡になったのは、当該ＰＴＡが確認のために
連絡を回したものと考えられ、校外委員も含め
て周知徹底の方法を再確認することを依頼し
た。

指導室

6 10月9日
美術部の顧問の対応に
ついて

中

・美術部の作品を提出した際に、顧問からアドバイスを受け
たが、家庭の事情で下校せざるを得ない状況であったの
で、作品をそのまま提出した。
・顧問から本人に対して、「もう美術部の指導はしない」「美
術の授業もやらない」などの発言があった。顧問としてその
発言はいかがなものか。

校長に報告。保護者からの相談内容を伝達し、
学校で事実関係の確認、保護者への説明等を
行うよう依頼した。
保護者へ説明し理解を得た。

指導室

7 10月16日
学校の中での支援級に
対する考え方等への疑
問

小

本人は自閉スペクトラム症及び中度の知的障害の診断を受
けている。未就学の頃からずっと松風園に通っていた。就学
時、松風園からも教育委員会からも「地域に入った方が良
い」との勧めで柳橋小の支援級に入学を決めた。しかし、児
童数名が関わるご近所トラブルへの学校の対応、行事等で
の支援級児童の参加の仕方、通常級の子どもたちへの障
害についての説明の仕方等から、学校の支援級に対する考
え方や受け入れ体制について疑問を感じている。支援級の
先生方はとても良くしてくれて頑張ってくれており不満はな
い。

校長に状況を報告した。学校の考え方を保護者
に周知していく。

青少年相談室

　■教育委員会が受け付けた市立小中学校に関する苦情 令和2年度（8～12月分）
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8 11月5日
引地台公園での中学生
の遊び方について

中

・引地台公園の多目的広場周辺で中学生がボールを蹴って
遊んでいた。園内の歩道の場所でボールを蹴っていたた
め、市民の方（杖が必要な女性）が注意したところ、睨み付
けられ「お前の顔覚えたからな」と暴言を浴びせられた。
・学校として指導してほしいと、被害を受けた女性の兄と名
乗る方からの電話があった。
・公園管理事務所にも同様の苦情を伝えたとのこと。

教頭に報告。指導及び経過観察を行った。 指導室

9 11月11日
先生方の態度等につい
て

中

・先生方の態度や言葉遣いが威圧的
・不登校気味の生徒に対しても態度が悪い。
・子どもたちに規則を厳しくしている割には、自分たちの服装
や言葉遣いが悪い。

校長に報告。校長より教員へ指導を行った。 指導室

10 12月4日 部活動について 中 感染が広がっている状況の中で部活を行ってよいのか。
感染防止対策を実施しながら活動している。具
体的に心配な点については、学校に相談するよ
う伝えた。

指導室

11
12月7日
午前

鶴間駅東口で中学生が
たむろすることについて

中
鶴間駅東口コンビニから閉店した居酒屋付近で生徒がうる
さい。（１４時～１５時頃と２２時頃）

校長に報告。指導するよう依頼した。 指導室

12
12月7日

夜

鶴間駅東口で中学生が
たむろすることについて
（上記と同一人物）

中

何度も鶴間駅東口コンビニから閉店した居酒屋付近で生徒
がたむろして迷惑になっている。塾帰りか？交番にも来ても
らっているが、学校の先生が直接見回りをして、生徒を特定
して指導してほしい。近隣の塾にも連絡し、速やかに対応し
てほしい。

校長に報告。昨日夕方は生担が見回っており、
朝打合せでも教員へ伝達済み。生徒へ全体指
導したところ申し出があり、個別にも指導した。

指導室

13 12月11日 担任の指導が厳しい 小

担任の指導が厳しすぎて、子どもが怖いといっている。例え
ば①本児が外国語活動の時間に他の教科の教材を見てい
た。それを注意されて、「このクラスでは面倒見られないか
ら、1年〇組に行ったら」と言われた。②他児童が冷やかし
半分でしつこく「大丈夫？」と本児に話しかけるで、いらだっ
た本人が「うるさい」と突っぱねた。そうしたら、担任から「心
配されているのに乱暴に言わないように」と頭ごなしに注意
された。③休み時間に本児が他のクラスを覗いていたら、担
任が本児の首根っこをつかんで教室にもどるよう指導した。

校長に状況を報告した。校長と教頭で担任に指
導をした。

青少年相談室

14 12月14日
体育館裏の絶壁の上で
の問題行動について

中
体育館裏のコンクリート壁の上のスペースで、生徒が談笑し
ている。危険であるし、先日はフェンスをよじ登り住宅の敷地
内に侵入した。止めるように学校に指導を望む。

教頭に報告。電話連絡者から学校にも連絡あ
り、管理職が謝罪訪問し、情報を共有した。翌
日、生徒指導を行った。

指導室

15 12月24日
冬休み中の外遊び時間
について

小
学校から「冬休み中の外遊びは午後４時まで」というプリント
が配布されたが、教育委員会がこの方針を決めたのか。こ
こまで具体的な指導が必要なのか疑問である。

意見を担当部署に伝えてもらいたいとの希望
だったため、指導室に報告。教育委員会として
「午後４時まで」との指導は行っていない。

教育総務課
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第２４回図書館を使った調べる学習コンクール　全国審査結果 （令和３年１月８日発表）

　【第３回大和市図書館を使った調べる学習コンクール　最終審査結果（令和２年９月）】
応募総数1909作品（全国推薦39作品）

１5点 　

Ｎｏ 全国推薦結果 市の入賞 学校名 学年 名前 題名

　 全国：佳作 林間小 1 川村　恭太郎 ザ・ボクのサメだいずかん

　 全国：佳作 林間小 2 高橋　咲良 ちきゅうにいちばんちかいほし　月

　 全国：佳作 深見小 2 鈴木　楓香 うちゅうがわかる２

　 全国：佳作 深見小 2 船引　涼衣 手話について

　 全国：奨励賞 図書館長賞 渋谷小 1 大津　京弥 ふしぎないろのせかい

　　 全国：佳作 渋谷小 1 田井　葵 わたしのすきなおすしのねた

　 全国：佳作 優秀賞 渋谷小 2 岡部　千咲 だしのひみつ

　 全国：佳作 緑野小 2 平　梨央 目が見えないって　こわくないのかな？

　 全国：佳作 柳橋小 2 島田　彩凪 キラキラ光るこうぶつ

　 全国：佳作 大野原小 1 鈴木　彩佑未 せかいの平和をまもろう！５さいになった子どもへのおくりもの

　 全国：佳作 優秀賞 文ヶ岡小 1 篠崎　正道 まさは、お米がすきすぎる

　 全国：佳作 　 中央林間小 1 荒谷　愛架 はじめての学校きゅうしょく

　 全国：佳作 引地台小 1 田畑　汐理 きゅうりについてしらべたこと

　 全国：佳作 草柳小 1 迫田　和希 さいばんってなに？

　 全国：佳作 　 草柳小 2 野村　琉晟 塩のふしぎ

１3点

　　 全国：佳作 北大和小 3 大坪　和雅 耳のひみつ

　　 全国：佳作 北大和小 4 燕谷　えみり Ｅｍｉｌｙ’ｓ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒ　Ｊａｐａｎ!!

　　 全国：佳作 　 大和小 3 椎名　心美 雲ってふわふわしているの!!?

　　 全国：佳作 深見小 4 長谷川　恒星 鯛の鯛について

　　 全国：佳作 優秀賞 渋谷小 4 岡部　龍斗 鰯は弱い？

　　 全国：佳作 渋谷小 4 髙山　晶太 キリンの生たいについて

　　 全国：佳作 緑野小 3 金原　暖和 動物の大移動

　　 全国：佳作 教育長賞 緑野小 4 菅野　舞衣 チョウの道ってあるのかな？

　　 全国：佳作 福田小 3 野上　真弥 海外の料理はおいしいの？

　　 全国：佳作 　 文ヶ岡小 3 篠崎　那菜 ふくのれきし

　　 全国：奨励賞 優秀賞 文ヶ岡小 4 井上　愛唯
だれでもカンタン！！これがミシンの得意技～ミシンの中はど
うなっているのかな？～

　　 全国：奨励賞 　 西鶴間小 3 山田　乙葉 心のたんけんしませんか？

　　 全国：佳作 草柳小 4 新田　結衣 織田信長　５つの居城と戦い

８点

　 全国：佳作 市長賞 北大和小 6 篠原　汲子 暮らしの心を織りなす

　 全国：佳作 林間小 5 小黒　菜々子 世界のお茶文化

　 全国：佳作 大和小 5 宮城　誓七 首里城という城をぼくは見た

　 全国：佳作 渋谷小 5 大久保　和奏 さとうの不思議

　 全国：佳作 優秀賞 渋谷小 6 松田　采也
Soap　bubble　
～シャボン玉を科学的に見てみよう～

　 全国：佳作 渋谷小 6 中里　美結 発酵食品と乳酸菌

　 全国：佳作 優秀賞 大野原小 5 岩淵　結真
乗ろうよ！自転車！～今こそ感じてほしい自転車のみ力と可
能性～

　 全国：佳作 引地台小 5 堀口　雄矢 かん電池のひみつ

２点

　 全国：佳作 つきみ野中 2 山田　ほのか 和歌山新聞

　 全国：佳作 大和中 3 浅見　優希 広島の原爆レポート

１点

Ｎｏ 賞候補 学校名 学年 名前 題名

　 全国：奨励賞 親子賞 大和小 1
関野　皓太
関野　みゆき

ぼくのようかいだいずかん

入賞29作品、優良賞104作品、奨励賞193作品、佳作943作品（応募総数63,473作品＊大人の部80作品を含む）

　※全国奨励賞（賞状、図書カード）と全国佳作（賞状）及び参加賞（クリアファイル）は、２月下旬頃　図書館振興財団より指導室経由で各校へ送付予定。

低学年の部

中学年の部

高学年の部

中学校の部

子どもと大人の部


